育成会だより第154号

原点に帰る

今日、様々な情報が様々な媒体を使って飛び交っています。私自身も使用したことがなく、また、操作方法がわからない媒体もあります。ところが、私よりずっと時代が後の孫の代になりますと、機械を構成している原理・原則も多分わかっていないだろう、その媒体を器用に使いこなしている光景を見ます。ただし、私は、負け惜しみではありませんが、原点に返ることは忘れないようにと心に決めています。
話は変わりますが、この育成会だよりを発行する原点は何処にと考えます。
まず、読んでいただいている皆様ですが、保護者である会員の皆様、育成会の趣旨に賛同をしていただいている賛助会員の皆様、そして、行政をはじめとする幅広い関係者の皆様です。その皆様方に現在の育成会の在り様をお伝えしています。
昨年発生した津久井やまゆり園事件後の同園の再建に関する関係者の立場の違いから来る考え方の違い、これまた先日新聞に書いてありました宮城県が入所施設解体宣言の旗を降ろしたことに至る関係者の思いの違い、これらを思い浮かべると、今、社会福祉に関わっているたくさんの人の原点はどこにあるのだろうか、それぞれの立場が異なること事は十分理解しつつ、考えます。
糸賀一雄に関する本を読んで、同じ人間でありながら糸賀一雄が体験した葛藤、想像を絶する苦悩、そしてその後に来たであろう喜び、そして障害のある人に対する彼の考え方や感じ方それらの原点は「この子らを世の光に」という言葉に凝縮されているのかと考えます。
表題に「原点に帰る」と書きましたが、翻って考えると自分自身に帰るべき原点があるのかとの疑問がわきます。子に障害があるので育成会に関わり、今に至っている。それだけのことで果たして原点足りうるのか。原点とは、今の育成会での職業上の役割に関するものなのか、それとも現在の職業を含めた現在までの人生の在り様から来るものか。
　自分の生い立ちを考えた時に自分の原点は生い立ちの中で育まれてきたのではないか、そのように考えます。それを考えると、津久井やまゆり園や宮城県の入所施設解体宣言の場合も、１００人が１００様考え方、感じ方が異なって当然だと思います。一つの言葉、概念たとえば障がい者の自立など同じ言葉からも想起されるものも何一つ同じものはないと考えます。
　育成会だよりの発行については、多数の職員、外部の方に関わっていただいていますが、発行の原点については、育成会、知的障がい者に対する想いなのではないかと思っています。ここは絶対はずしたくない、生き続けてゆきたいところであると思っています。
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